


























































































































































































































































































































































































































　　　 同 　（2003） 「初瀬の龍穴と<如意宝珠>一長谷寺縁起の展開一・『宀一山』をめぐる言説群との交
差」、国文学研究、130号。
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　　　 同 　（2003） 「宝珠をめぐる秘説の顕現一随心院蔵『宀一山秘密記』の紹介によせて一」、古典遺産、53号。
























　　平　雅行（2009） 「鎌倉中期における鎌倉真言派の僧侶 ： 良瑜・光宝・実賢」、待兼山論叢、史学編、
43号も参照のこと。
18）小松茂美編（1990）『弘法大師行状絵詞』上・下、続日本の絵巻11、中央公論社。
19）前掲18）の解説による。
20）金沢文庫編（2001）図録『蒙古襲来と鎌倉仏教』。
21）竹内理三編（1965）『平安遺文』、金石文編・22号、東京堂出版。
22）中村本然（2005）「真言密教の修法と如意宝珠」、高野山大学密教文化研究所紀要、18号。
補足
１）伊藤寿和（1994） 「大和国における古代の農地開発と条里制に関する基礎的研究」、日本女子大学紀要・
文学部・43号において、室生寺と仏隆寺と県氏に関して論じている。
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中世の密教僧が描いた特異な「独鈷型日本図」に関する歴史地理学的研究
追記　図14の文書は、本稿入稿後に、研究・教材用に新たに入手した貴重な関連史料である。文書の法
量は、天地約26cm・左右約36cmである。文書の中央に金剛界の大日如来を意味する大きな梵字が
書かれ、その右に「海底印文」「日本国図」の文字が記載されている。
　この文書の意味するところは、すでに黒田日出男氏が論じられている。すなわち、天台宗の秘伝・口
伝などを集成した『溪嵐拾葉集』によれば、日本の海底に大日如来の印文があり、その形は「独鈷」で
あり、「独鈷」は聖なる日本の国土の形であり、「日本図」の形であり、日本の国土を海底で支えている「大
日如来の印文」も、すべて「独鈷」の形を成していると説かれている。
　以上の口伝に基づく秘伝を裏付けるこの文書には、大日如来を意味する大きな梵字の左に「嫡々相伝畢」
との記載がなされており、師から弟子へと口伝にて相伝がなされていたことを裏付ける意味からも、貴
重な文書であると判断される。さらに、端裏に「海底印文　極　第七重六　六」の記載がなされており、
師から弟子への相伝文書であることが確認できる。
　さらに重要であるのは、この相伝文書が、東北の地で作成されたことである。秋田県と山形県の県境
に位置し、秀麗な山容を有する鳥海山の修験関連の文書である。明治以前においては、鳥海山の山頂に
祭られていた大物忌神社は、鳥海山大権現とも称され、醍醐寺・三宝院流の修験者の行場でもあった。
　本稿で論じた「独鈷型日本図」が描かれたのは九州・山鹿の真言宗の寺院であり、この新出の「海底
印文」の文書の記載・相伝がなされたのは東北の地であることが重要である。黒田氏の指摘を踏まえると、
今後も、日本各地の真言・天台の密教寺院において、「独鈷型日本図」と、関連する「海底印文」の相伝
文書が、各寺院の聖教文書の調査により、さらに、発見される可能性が高まった。その発見を待ちたい。
図 14　海底印文（筆者蔵）
